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研究成果の概要（和文）：水循環基本法でも｢地域の固有性が高い｣とされているように､地下水は､降雨後の流
出・浸透・蒸発散・貯留・湧出のメカニズムにおいて､表面水よりも地域の環境特性の影響を受けやすく､そのた
め､対象地域の属性について調査をベースにメカニズムを解明し､その実情に合わせたマネジメントが不可欠とさ
れてきた。それについて、各年度ごとに成果を出し、流域水収支のメカニズムと開発、湧水口別湧水量推計と湧
水枯渇回避に向けて、浸透方策などを提言した。

研究成果の概要（英文）：Groundwater is more affected by the environmental characteristics of the 
region than surface water in the mechanism of runoff, infiltration, evapotranspiration, storage, and
 gushing after rainfall. As the Basic Law on Water Cycle, It has been indispensable to elucidate the
 mechanism of the attributes of the target area based on the survey and to manage it according to 
the actual situation. 
Regarding this, the results were produced every year, and the mechanism and development of the basin
 water balance, the estimation of the amount of spring water by spring outlet, and the infiltration 
measures for avoiding the depletion of spring water were proposed.

研究分野： 都市計画

キーワード： 大規模開発　流域水循環　普天間飛行場

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
駐留米軍用地普天間飛行場や返還地区である西普天間住宅地区は琉球石灰岩台地上にあり､高い透水性を持つ地
質特性から崖下での豊かな湧水が湧出している､地下水を基軸とする水収支が対象地域の自然特性となってい
る。又吉・小野(2019)は西普天間住宅地区が存在する宜野湾 E 流域の年平均降水量と現況土地利用から､年間理
論浸透量の推計値､湧水量の実測調査による区間推計値との適合度から､対象地区の土地利用別流出係数の同定を
行った。翌大城・小野・栄野川(2020)は､返還され地区内への立ち入りが可能となった事を活かして､地区内の湧
水の実測調査を行い､各湧水の流出特性を累積雨量との関係で解析をした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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